
『フレンズ・TOHO』会報
2017（平成 29）年８月 31日　東邦学園「フレンズ・TOHO」発行

〒465-8515　名古屋市名東区平和が丘３-11
TEL　052-782-1954　FAX　052-781-0931

� H � �� � � ø

�y�y�y�y�y�y�y�y�J�È�•	ÿ�ª	‰�õ
�y�y�y�y�y�y�y�y�ø
��¢	Í�£�¢�<�£�y�Ê�y�0�Ó
+����

目　　次
愛知東邦大学　奥田　　緑 � ������ 表紙（写真）

2017年度総会開催報告� ������������ ２頁
2016年度事業報告・決算報告� ������ ２頁～４頁
2017年度事業計画・予算案� ������� ５頁～６頁

会員の皆さんからの投稿
「ある名物教師の最期」　加藤　誠一 � �� ７頁～８頁

子どもを賢く育てる（講座原稿）
　　　　　　　　　　　　古市　久子 � ��９頁～14頁

企画報告（名刺交換会・春季講座）�������15頁
東邦学園のホームページがスタートしました���15頁

愛知東邦大学コミュニティカレッジ
　2017年度後期講座開講日程� ���������16頁
産学連携推進委員会からのお知らせ�������16頁
訃報のお知らせ����������������16頁



（2） 第 43号

2017年度
「フレンズ・ＴＯＨＯ」役員会・定期総会を開催

2016年度は、2016年5月6日（金）名古屋観光
ホテルに於いて、役員会・定期総会を開催し、会員
100名余の皆さん（役員会28名、定期総会102名、
懇親会105名）のご参加を得て、盛会に終わること
ができました。同日、開催しました記念講演会（99
名参加）には、講師に北京オリンピック、シンクロ
競技日本代表の石黒由美子氏をお招きし、「夢をあき
らめない」と題したご講演いただきました。講演録
につきましては、「みどりの風41号」に掲載いたし
ました。また、2016年度は役員改選の年となって
おり、新たな役員体制のもと、１年間のさまざまな
行事・取り組みを無事に終えることができました。

１．学習・研修の充実

⑴講演会

　①第1回講演会
2016年5月6日（金）13：30～15：00
名古屋観光ホテル
講師：石黒由美子氏
テーマ「夢をあきらめない」

　②第2回講演会
　2016年2月14日（火）、名刺交換会と同日

に、名東区・名東文化小劇場・愛知東邦大学と
の共催で「第1回 MEI-TO-HO 文化講演会」を
開催いたしました。講師には、鵜飼哲矢氏（建
築家、九州大学大学院芸術工学研究院環境設計
学科准教授）をお迎えし、「建築家が語る・ま
ちづくり幸福論」と題してご講演いただきまし
た。参加は、会員67名、一般の皆さん約50名
で、終了後のアンケートには、「とても面白かっ

2017年６月９日（金）、名古屋東急ホテルに於い
て、理事会・評議員会合同の役員会の後、定期総会
が開催されました。

役員会では、2016年度事業報告・収支報告・監査
報告が行われ、前年度の諸活動や会員推移を振り返
るとともに、2017年度の事業計画と予算について
提案がなされ、異議なく了解されました。また、今
期は役員改選の年ではありませんが、ご事情によっ
て退任された方の後任として、高山仁惣氏（東邦会
会長）と澤田節子氏（東邦学園理事・愛知東邦大学
人間健康学部学部長）が承認されました。

その後に開かれた定期総会では、遠山会長のご挨
拶に続き、役員会で決定された前年度のまとめと新
年度の方針が報告されました。

役員会・総会には、東邦学園理事長・愛知東邦大
学学長　榊　直樹氏（名誉会長）、東邦高等学校教頭
櫻井秀樹氏にもご参加いただき、学園・大学・高校
の教育活動の近況をご報告いただきました。

また、同日に開催いたしました「記念講演会」に

は、和田智行氏（株式会社小高ワーカーズベース代
表取締役）を講師にお迎えし、「福島は現代日本のフ
ロンティア～困難の中からチャンスを見つける方法
～」と題して講演していただきました。詳細は次号
の「みどりの風」に譲りたいと思いますが、タイト
ル通り、困難を乗り越え新たな道を切り拓かれてい
る和田さんのお話は、その生きざまに感動を覚える
もので、感謝したいと思います。今後も、お話を伺
いたいものです。

2016年度フレンズ・TOHO「事業報告」
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た。建築の事だけでなく人生論も…。まだまだ
楽しく生きていこうと思いました」「勇気をもら
いました」「今後も開催して欲しい」などの声が
寄せられました。地域との連携も深まり、意義
のある企画になったと思います。

⑵研修・講座企画
　①自然と親しむ会

2016年10月15日（土）、「秋の麦草峠・白駒
池散策へ」を実施し、22名の皆さまにご参加い
ただきました。白駒池周辺は、日本蘇苔類学会
から「日本の貴重なコケの森」に選定されており、
参加者には心ゆくまで自然を楽しんでいただきま
した。
　②個人会員・家族向け講座、地域向け講座

ⅰ）2016年8月27日（土）、「第3回親子スイー
ツ教室」開催。講師はガトーリベルテ石井信
英氏にお願いし、涼やかゼリーとマドレーヌを
作りました。親子合わせて24名の方にご参加
いただき、お土産を手に、「味は本格的だけど、
これなら家でも簡単に作れる」と、ニコニコ顔
で帰途につかれました。

ⅱ）2016年11月12日（土）、「おいしい珈琲の淹
れ方・飲み方講座 第4弾」を予定いたしました
が、残念ながら中止となりました。

ⅲ）2016年12月8日（木）・15日（木）、連続講
座「古文書を読み楽しむ」（講師：増田孝教授）
を開催しました。8日は26名、15日は30名
と、両日とも、一般の方を含めたくさんの方に
ご参加いただきました。参加者からは、「解り
やすくて面白い」「是非、来年も！」という感想
やご要望をいただきました。

ⅳ）「子どもを育てる」をテーマに、連続「春季講
座」を開催いたしました。第1回は、2017年
2月24日（金）に「こどもを賢く育てる」と題
して、愛知東邦大学教育学部古市久子教授に
お話しいただき、第2回は、2月28日（火）に

「☆わたしの子育て☆」と題して、高橋正子さん
（3人の息子さんのお母さま）にお話しいただき
ました。名東区内の幼稚園・保育園に案内を配
布したこともあり、両日とも子育て現役のママ

達を中心に参加していただきました。熱心な質
疑応答も展開され、好評をいただきました。

３．交流の充実

⑴名刺交換会
2017年2月14日（火）、愛知東邦大学に於

いて「第9回名刺交換会」を開催いたしました。
参加は41社61名。今回は、「講演会」は名東小
劇場で、名刺交換会は愛知東邦大学でと、会場
を移して開催いたしました。（「講演会」につい
ては前述の通り）

⑵ TOHO スポーツイベント（少年野球大会・ドッ
ジボール大会・少年サッカー大会）協賛

学生が主体となり、地域の方々と協力しなが
ら企画・運営したスポーツイベントに対して支
援を行いました。学生の学びの場として定着さ
れてきたように感じられ、更に発展することを
願います。

４．学園の教育活動支援

⑴学内企業展への協力
大学就職課と連携して法人会員に学内企業展

への参加を要請いたしました。
⑵インターンシップ企画への協力

法人会員に対し、愛知東邦大学生・東邦高校
生や EvCC 学生のインターンシップ受け入れ
の協力をお願いいたしました。

⑶大学・高校の各クラブへの激励と支援
大学では女子サッカー部、高校では硬式野球

部、サッカー部、空手道部、水泳部、ダンス部、
バトントワリング部の全国大会出場に対して、
激励金を支給しました。

特に、「第98回全国高等学校野球選手権大会
（甲子園）」「全日本大学女子サッカー選手権大
会」と「高校サッカー選手権大会」につきまし
ては、会員の皆さまに多大な援助をしていただ
きました。感謝に堪えません。

⑷教育活動支援や出版助成
大学・高校の教育活動への支援金を支給いた

しました。
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⑸中学生対象のスピーチコンテストへの協賛
2016年10月30日（日）、第11回中学生英語

スピーチコンテスト（高校主催）に協賛し、援
助金を支給いたしました。参加者は71校170
名。年々、参加者のレベルが上がっており、参
加校の意気込みを感じます。

⑹学園主催の納涼音楽祭への協賛
2016年８月27日（土）に開催され、今年も

たくさんの方に来ていただきました。模擬店出
店等、ご協力いただいた皆さんに感謝いたしま
す。

５．会報「みどりの風」と会員名簿の発行

⑴会報「みどりの風」の 発行
41号を９月30日に、42号を２月28日に発

行いたしました。全会員に対して寄稿を依頼し、
会員の皆様に楽しみにしていただけるよう努め
ました。また、会報誌に広告掲載を依頼するこ
とにより、企業様には広報の機会を提供すると
ともに、発行を支えていただきました。

⑵会員名簿の発行
４月１日付けの異動を可能な限り反映させた

名簿作成をめざして発行いたしました。
⑶ＨＰの更新

ＨＰの充実をはかるため、デザイン変更も含
め、更新いたしました。行事のお知らせと報告
を随時載せられるようにしました。

収
入
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①前期繰越金 2,185,122 2,185,122 0
①記念事業繰越金 858,080 858,080 0 20 年記念事業繰越金
②年会費 法人会員 2,960,000 2,360,000 ▲ 600,000 予算 148 社、決算 118 社
　　〃 個人会員 935,000 750,000 ▲ 185,000 予算 187 名、決算 150 名
③入会金 法人会員 50,000 70,000 20,000 予算 5 社、決算 7 社
　　〃 個人会員 30,000 3,000 ▲ 27,000 予算 10 名、決算 1 名
④広告収入 みどりの風 41 号・42 号分 900,000 855,000 ▲ 45,000
⑤受取利息 200 22 ▲ 178
⑥講座・研修参加費 300,000 155,200 ▲ 144,800

合　　　計 8,218,402 7,236,424 ▲ 981,978

支
出
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①事業費 講演料・研修・親睦活動 800,000 907,012 ▲ 107,012
　　〃 学園活動支援 800,000 800,000 0
　　〃 災害支援活動 200,000 0 200,000
　　〃 その他（援助金・祝金等） 350,000 290,000 60,000
　　〃 総会・懇親会・名刺交換会 1,100,000 1,175,000 ▲ 75,000
②会議費 運営委員会・役員会等 250,000 217,836 32,164
③印刷費 会報 350,000 272,700 77,300
　　〃 名簿作成費 76,000 81,324 ▲ 5,324
　　〃 封筒・振込用紙等 30,000 50,760 ▲ 20,760
④通信費 会報誌発送・web メンテナンス 300,000 150,979 149,021
⑤事務費 事務費・交通費等 100,000 37,226 62,774
⑥予備費 甲子園出場祝金支出 200,000 70,000 130,000

⑦前期末未払金支出 172,800 172,800 0 みどりの風 40 号印刷代
（2015 年度分）

⑧記念事業積立金 200,000 200,000 0
⑨次期繰越金 3,289,602 2,810,787 478,815

合　　　計 8,218,402 7,236,424 981,978

2016 年度　フレンズ・TOHO　収支報告書
2016 年 4 月 1 日から
2017 年 3 月 31 日まで （単位：円）

※記念事業積立金残高
※奨学金基金積立預金残高
※次期繰越金

合　　計

200,000
2,002,082
2,810,787
5,012,869

郵貯銀行
三菱東京 UFJ 銀行（定期預金）
豊田信用金庫（普通預金）
三菱東京 UFJ 銀行（普通預金）
三井住友銀行（普通預金）
現金

合　　計

594,604
200,000

2,002,082
1,404,696

700,119
111,368

5,012,869
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2017年度、愛知東邦大学は新しい3学部4学科で
の2年目となり、東邦高等学校は人間健康コースが
3学年揃い、本格的にコースの充実に向けて取り組
みが進められている。こうした中、大学の人間健康
学部人間健康学科と高校の人間健康コースの学びの
連携をはじめとして、高大連携のさらなる強化に向
けて、検討・協議が重ねられている。また、現在、
東邦学園としてブランディング事業が進められてお
り、愛知東邦大学・東邦高等学校の持つ魅力が存分
に発揮され、一人でも多くの人の心に伝わるようフ
レンズ・TOHO としても支援していく。

今年度も、こうした学園の取り組み・挑戦をさら
に一層支え、連携すると同時に、地域との連携を広
げ深められるよう、努めていきたい。

１．学習・研修の充実
⑴講演会

人々の心に残る話、時局のテーマを講演する
ことにより、会員の学びの場とするとともに、著
名人の講演を学園広報のツールとして活用し、
知名度向上に繋げる。
①第１回講演会
・日時・会場：2017年6月9日（金）
　13：30～15：00　名古屋東急ホテル
・講師：株式会社 小高ワーカーズベース
　代表取締役　和田智行氏
・タイトル　「福島は現代日本のフロンティア

～困難の中からチャンスを見つける方法～」
（仮題）

②第２回講演会
・秋頃を目処に、地域創造研究所との共催で開

催する
③第３回講演会
・2月に予定している名刺交換会開催時に、法

人会員向けの講演会を開催する
⑵研修・講座企画

会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会と
するとともに交流の場としても重視する。また、
より多くの会員や地域の皆さんに参加していた
だくために、年間計画を立てて準備を進める。
①自然と親しむ会
・四季や自然を楽しむ日帰り旅行を企画する
②法人会員向け講座
・愛知東邦大学の「若手社員活性化プログラム」

に対して協力を深める

・大学の知的財産を活用する講座を開講し、大
学の教育内容への理解を得ることにより、産
学連携の可能性を探る

③個人会員・家族向け講座、地域向け講座
・会員が家族で参加できる講座を理科実験室・

食物実習室や売木山荘を使って開講する
・地域住民の方々や会員の皆さんに学園への理

解をより深めていただくために、学園の特色
を生かした講座を開講する

・地域住民の方を講師に招いた講座の開講を検
討する

④その他
・大学のトレーニングセンターなどを活用し

て、会員及び地域住民に対する「健康講座」
開講に取り組む

・専門講師による解説を受け、個人旅行では得
難い講義を受けられるような「社会見学（一
日研修）」を企画する

⑶観戦・鑑賞・レクリェーション企画
会員の方々に、スポーツ観戦や芸能鑑賞の機

会を提供したい。団体割引を活用して少しでも
安価に提供できるような企画とすると同時に、
会員同士の交流の場としても活用してもらいた
い。
①スポーツ観戦
・中日ドラゴンズや名古屋グランパスエイトの

試合観戦を企画したい
②芸能鑑賞
・日頃、「観たいな」「行きたいな」と思っても

なかなか機会をつくれずにいる方々に、機会
を提供したい

２．交流の充実
⑴名刺交換会

法人会員同士が名刺交換を通じてビジネスの
場を拡大する機会とするとともに、法人会員向
け「講演会」を企画する。

⑵ TOHO スポーツイベント（少年野球教室・ドッ
ジボール大会・少年サッカー大会）協賛

年々、盛んになっている、学生が地域の方々
と協力しながら企画・運営していく「TOHO ス
ポーツイベント」に対して支援を行う。

⑶その他
会員同士や地域の方々との交流を深められる

企画を検討し、時期を失することなく開催する。

2017年度フレンズ・TOHO「事業計画」
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３．学園の教育活動支援
⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力

大学と連携し、法人会員の皆さんに、学内企
業展への参加やインターンシップ受け入れに対
する協力を依頼し、採用に結び付けられるよう
努める。

⑵大学・高校の各クラブへの激励と支援
大学・高校のクラブ活動を支援するため、全

国大会に出場するクラブに対して、激励金を支
給する。

⑶教育活動支援
大学・高校の教育活動に対して支援金を支給

する。
⑷中学生対象のスピーチコンテストへの協賛

高校で開催される中学生対象の英語スピーチ
コンテストに協賛し、援助金を支給する。

⑸学園主催の納涼音楽祭への協賛
法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の

貸し出し、協賛金などへの協力をお願いし、音
楽祭の充実に貢献する。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行
⑴会報「みどりの風」の 発行

43号の発行を8月、44号の発行を2月に予定
する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が楽し
みにする紙面づくりの工夫をする。

また、会報誌に会員広告を掲載することによ
り、広報の機会を提供する。

⑵会員名簿の発行
4月1日に発行する。

⑶ＨＰの充実
ＨＰを定期的に更新し、充実を図る。

収
　
入
　
の
　
部

項　　目 予　算

①前期繰越金 2,810,787

②年会費 法人会員（146 社× 2 万円） 2,920,000

　　〃 個人会員（170 名× 5 千円） 850,000

③入会金 法人会員（5 社× 1 万円） 50,000

　　〃 個人会員（10 名× 3 千円） 30,000

④広告収入 みどりの風（43 号・44 号分） 900,000

⑤受取利息 200

⑥講座・研修参加費 研修参加費・講座受講料など 300,000

合　　　計 7,860,987

2017 年度　フレンズ・TOHO　事業予算書
2017 年 4 月 1 日から
2018 年 3 月 31 日まで （単位：円）

支
　
出
　
の
　
部

項　　目 予　算

①事業費 講演料・研修・親睦活動 900,000

　　〃  学園活動支援金 800,000

　　〃 災害支援活動 200,000

　　〃 その他（援助金・祝金等） 350,000

　　〃 総会・懇親会・名刺交換会 1,300,000

②会議費 運営委員会・役員会等 250,000

③印刷費 会報 350,000

　　〃 名簿作成費 82,000

　　〃 封筒・振込用紙等 60,000

④通信費 会報発送・Web メンテナンス 200,000

⑤事務費 事務費・交通費等 160,000

⑥予備費 200,000

⑦設立 30 年記念事業積立金 200,000

⑧次期繰越金 2,808,987

合　　計 7,860,987
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ある名物教師の最期（1年間全員皆勤を成し遂げたクラス）ある名物教師の最期（1年間全員皆勤を成し遂げたクラス）
加藤　誠一加藤　誠一

は、ここで途轍もない構想を打ち出しました。なん
と、定年記念リサイタルを厚生年金会館ホールで行
うというのです。カラオケをバックに3時間のリサ
イタル？同校に長女が在籍している事を知った教師
は、早速娘を職員室へと呼び出し、そこで、私の名
が挙がったのです。お父さんのギターをバックに花
とおじさんを歌う！と…待って下さい。ご指名は有
り難いのですが、カラオケのバックは、送り出して
下さる皆さんに失礼です。絶対生オケで演ってくだ
さい。と申し出た所、専属の
バンドを紹介する事となりま
した。

全曲ギター、ピアノ、ベー
ス、キーボード、女性ヴォー
カルという編成にて、演奏す
る事と相成りました。その後
も、教師は、活動の中、サー
クルを作り仲間を集め同様のコンサートを続けて来
ました。ところが、前述の病が発覚したのです。

術後、声を失った教師は、先年12月15日に目標
を於いたコンサートまで生き抜こうと頑張っていた
のですが、残念な事に、9月30日を最期に帰らぬ人
となってしまいました。

彼の夢は、はかなくも追悼・コンサートとなって
実現しました。この追悼コンサートは、彼の演出に
よるものです。彼の、ポートレートがステージに映
り、自身の歌声がステージに響き渡りました。彼の
感性は、素晴らしかった。祖母は、与謝野晶子に詩
を伝授したという人物なのもうなづける。葬儀に聞

それは、突然の事でした。どうしても一度訪ねた
いと思っていた、恩師の元へ

何度も夢を見た…合わせて3度　ただ恩師の姿を
遠くに見た、その次は、恩師がエレベーターに乗り、
大きな地下街の広場のよう、人通りの多い所から、上
へと上がって行く姿…この世界には、本当の人間は
居ないと、私、恩師とで嘆いているところ彼は、地
上へ上がるのか、あるいは、天上へか？先生は、上
を見上げて昇っていく……そこで夢は終わり

必ずご自宅を訪ねようと決めたのは、その朝偶然
近くに仕事があり、久しぶりに訪ねた恩師の自宅、
奥様が私の前に現れ目は真っ赤に…泣きはらしたそ
の顔を、むけて…私に、主人は甲状腺癌であと二ヶ
月の命と語りました。ショックでした。午後から、
病院へ行くという事で私も病室で落ち合う事にしま
した。

こんなに緊張した事は無かった。思えば40年前、
国語教師として、教壇に立ち、私のギターで、授業
をつぶして、リサイタル「花とおじさん」を歌う時
には、涙を浮かべ「教室」がステージでした。歌詞
は、道端に咲いた小さな花の願いを歌ったもの。「こ
のわたしを摘んで、あなたの部屋に飾って下さい　
短い命の終わるまで」僕は、毎日急いで帰って花と
お話しをした。約束通り僕は、見ていた花の命の終
わりまでという、悲しくも、美しいストーリーでし
た。

歌うは、空手5段しかも、あだ名は極道又は、ゴ
クちゃん　いつも弱い者の味方でした。

その26年後、彼は、定年を迎えます。名物教師
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いた姉の言葉を思い出しました。追悼コンサートに
は、多くの教師、父母、OB が集まりコンサートは
成功を収めました。

最期の見舞いは、私の人生の中でも祈りと緊張と
最大の神への畏れの中にありました。私は、先生と
お会いした意味、40年前に神様から与えられた、こ
の出会いの意味は、今、ここであなたに語る事です。
受洗した事、神を信じた事や、十字架の意味、罪の
許し、聖霊について、また、誰もが死後イエスキリ
ストの御前に出る事、キリストの愛、天の住まいに
ついて。そして、私の好きな賛美歌338番「主よ終
わりまで」を歌いました。

本当に厳かな、主の御前に出る気持ちで賛美した
のです。どうかお二人に主の平安がありますよう
に！私の勝手な、讃美歌の詩に対する、感想を述べ

　３番　静かに清き御声をもて、
　　　　　　　　名利の嵐　鎮めたまえ、
　　　　こころに騒ぐ波はなぎて
　　　　　　　　我が主の御旨さやに写さん

なんとこの名利という嵐、求めて歩く人生が大方
の人の姿、今や、目が開かれた末この嵐に、打ち勝
つ事は、なんと大変でしょう！ただ主の十字架にす
がるのみ。先生の苦しむ姿を見て、手を握り祈りま
した。どうか私達に主の平安を。

その後、先生は転院され、私は二度目の見舞いに

行きました。所は、聖霊病院のホスピスです。奥様
は、とてもいい病院へ転院できたとおっしゃってい
ました。病室は、礼拝堂の真隣りで加藤正夫兄より
頂いた、手作りの本より二つの詩を朗読しました。
話す事の出来ない恩師とは、筆談です。

師曰く、見えないので読んで下さいと
力ない文字が、私に迫ります。……ゆっくりと二

つの詞をお読みしました。平安な気持ちでただ主の
御前に出るという心境を詠ったものです。

聖霊とは、何ですか？の問いに、イエスキリスト
の霊です。と答えた自分。受洗によってこんなにも
張りつめた瞬間にも、落ち着いて語る事が出来る。
神の恵みを得た者のつとめ？恵み？喜びなのか？　
どうか天国へと旅立って下さい。と祈りつつホスピ
スを後にしました。

先の詞は、ヘルマン・ホイヴェルス　神父（一生
日本の教育と司牧に捧げ87才にて召天）後には、病
者の祈り（ニューヨークの大学のリハビリテーショ
ン研究所の壁に貼ってあるもの）私も、彼に習い生
涯、一教師として生きるの言葉を思い出し、生涯、
一クリスチャンとして生きて行こうと思う。

なお、病室でここはカトリックだがその制服は…
と、まるで高校生の扱いをされた事を、今追悼の思
いで振り返る。
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私たちは、「小さな思いやりが集まって大きな力になる」と
信じています。

http://www.maruwanet.co.jp
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はじめに（幼児教育への転向）
　私はもともと保育の仕事をし
ていたわけではありません。生
活をしていく中で、とても大切
な分野だと感じ幼児教育へ転向
しました。夫の両親が逝き、こ
どもの手が離れた年齢 48 歳の
時のからです。今の私の出発で
す。

１「賢い」ってどういうこと
●他人の話を素直に聞き、理解しようとする寛容性

があることです。こどもに一方的に話かける環境
では育たない力です。

●見聞きしたことを、自分の既存の知識に加えて考
えることのできる知性です。簡単に知識が手に入
る情報環境ではなく、絵本をじっくりと読んでも
らう幼児期は大事にしたいものです。

●考えた結果を相手の言葉に変えて、自分の考えを
表現できる力です。英語を話せるという技術的な
ことから、相手を思いやる態度まで含みます。

●自分のもっている力をフル回転させて、やってみ
ようとする意欲があることです。自分がやりたい
と思ったら 50％成功です。

　要するに、聞く力・考える力・表現できる力・意
欲が身についていることです。

２　人間関係力を確かにすることで伸びるこども
⑴ふれあいの大切さ
　現在の学生で気になることは人間関係の希薄さで
す。それは人との触れ合いでしか育たぬものです。
ふれあいは相手に合わせかつ自分を生かしていくと
いうことです。これは頭を使いますが、誰でも、ど
こでも、いつでも、かつ幼少のころからできること
です。しかし、幼い頃から体験していかないと、恥
ずかしかったり、ぎこちなく形だけになったりして
真に身につかないものです。まずは人の話を聞くと
いうことで側頭葉、それを総合的に判断するという
前頭葉、相手に対してタイミングや身体の効能を調
節する後頭葉など広く使わなければなりません。頭
はフル稼働です。このときに神経系のネットが瞬間
につながって活動します。頭が良いということはこ
ういった神経のつながりが活発になるということな
のです。
　どういうふれあいが必要かというと、こどもの心
を安定させるふれあいです。保護者との暖かいつな
がりはこどもの心を安定させ、こどもの行為を意欲
的にします。特に、周囲のわがままやきまぐれはこ
どもを不安定にします。賢いこどもとは、自分の周
囲から情報をどんどん吸収することのできるこど
も、つまり、情報をどんどん吸収できるような安定
した心的状況にあるこどもです。

こどもを賢く育てる
古市　久子（講座原稿）
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　しかし、家庭がふれあいを多く持とうとしても、
テレビやゲーム機等、時間泥棒がいっぱいの現代で
す。そんな時代であるからこそ、こどもが身体で体
験することを増やす必要があります。とくに、ふれ
あいは楽しいことだけではなく、色んな感情を体験
するものであってほしいです。要するに、自分で考
え自分で決断し、相談したり、成功や失敗を数多く
体験すること、その繰り返しが乗り越えることにつ
ながります。今の若者は失敗を恐れるあまり、何事
にも積極的に向いあえなくなっています。成功する
事だけを良しとした教育の結果なのでしょう。もっ
と困ったことに、少ないこどもに対する親の態度は
過保護になりがちです。こどもかわいさのあまり必
要なしつけもできないことはこどもを不幸にしま
す。駄目なことは駄目だとしっかりと伝えることが
必要ですが、ポイントは怒らないでしっかり伝える
ことが大切です。
⑵愛情と関係する育ち
　思いやりと愛情について、動物実験でも兎の実験
で抱いて愛情を示したり遊んでやると、何もしない
兎に比べて病気になりにくいことが報告されていま
す。リスザルを群れから離し、一匹だけに隔離する
と不安になり、免疫機能が減退するといった報告事
例もあります。人の研究においても、友好的・協力
的親友のいる人はそうでない人よりも、幸福度が高
く死亡率も低いことが報告されています [ 寺沢宏次

『子どもの脳は蝕まれている』ほおずき書籍 ]。家
族とは、自分の居場所があって、思いやり・愛情が
あって、笑いをはじめ心を解放できる時があって、
何か厳しい局面に遭遇しても皆で力を合わせて乗り
切ることのできる共同体で、ふれ合いが癒しにつな

がっていることが考えられます。
⑶こどもの動線を長くとること
　幼児期は大人がこどもの話を、受け止めて返して
あげる行為を丁寧に重ねていくことです。「何回言
うたらわかるの」「早くしなさい」など禁句です。
こどもに早くする価値観はありません。行動する事
そのものが楽しいし、出来上がると自分で満足して
いるのに、「早く、早く」といわれてもうるさいだ
けです。以前調査した「親から云われて一番嫌いな
ことはなんですか」という答えは大人の「早くしな
さい」でした。わかるように上手に話すのは大人の
役目、こどもより何十年も長生きして言葉もいっぱ
い知っているはずです。早くできるより、やろうと
した意欲やプロセスをほめることです。こどもの心
はジグソーパズルでは育たない、具体的にお話を展
開していく絵本の世界なのです。ほんの些細な体験
を一頁ずつめくって、自分の身体で確かめていくプ
ロセスなのです。
⑷対話力が知能を高める
　対話をすることは自分の持っている持ち物を総動
員することです。今必要なことは何か、それを誰に
どの様に伝えればよいか、大脳はフル回転です。記
憶は知りたいと言う意欲があればどんどん自分でで
きます。でも、対話は生の体験が長期間に渡って必
要です。また、対話の内容いかんによってはこども
の人格が出来ていくのです。
①こどもとお話しましょう
　そこで、せっかくお子さんと暮らせる機会をえら
れたのですから、楽しくやってみませんか。リンダ・
アクレドロとスーザン・グッドウィン原作、たきざ
わあき訳、径書房の『ベビーサイン』という本があ
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ります。言葉を知らない赤ちゃんと対話をする方法
を教えてくれます。ベビーサインを使った赤ちゃん
は、使わなかった赤ちゃんとくらべると、知能テス
トの成績がよく、言葉に対する理解力もあって、語
彙も豊富で、より高い論理的能力を必要とする遊び
にも、うまく参加することができたというのです。
みなさんは、「言葉は話すもの」であり、「話すとい
うことは話し言葉をつかうことである」と思っては
いませんか？そして「赤ちゃんは一歳近くなるまで
言葉を獲得することはできない」と思いこんでいま
せんか？そうではないのです。人と人とのコミュニ
ケーションは全身で発することと、それを受け止め
ることと理解をしてください。赤ちゃんが言葉でコ
ミュニケーションできるためにはまだまだ時間がか
かります。ベビーサインを使えるチャンスはいっぱ
いあります。
　対話が大事だとういう講演を聞かれたお母さんの
話しです。「私はこどもと対話をするために、夕食
をコンビニで買ってきて、できるだけこどもとお話
しをするようにしています。」という方がおられま
した。これは、違います。幸田綾さんが出しておら
れるエッセイ「幸田家のしつけ」のお話をします。
幸田綾さんは幸田露伴さんの娘さんですが、露伴さ
んは家事を娘の綾さんに徹底して教えました。後に
彼女が回想したことは家事を通してお父さんと対話
ができたことをよかったと述べています。対話とは
こうした場面でやりとりされる会話なのです。時間
がないと言うのは理由になりません。行動を通して
交わされる心のやり取です〔橋本敏男『幸田家のし
つけ』平凡社新書〕。

３　楽しみながら知的な力を育てる
⑴模倣していくことを楽しむ
　こどもにとって朝から晩まで、生活の端々が学習
の場になります。「吸い取り紙が水を吸うように」
と形容されるような勢いで、しぐさや語彙などが
ファイルされていくのですが、ただ、外面にはその
ことが顕著に出てくるわけではありませんので、大
人はつい生活をぞんざいにしてしまいます。こども
はしっかり見ています。こどもの表現はそっくりそ
ばにいる大人と似てきます。この時期の家庭の役割
は毎日の平凡な生活の繰り返しからイメージを残し
ていくことにあるので、こどもにふさわしい文化環
境であることが望ましいのです。
　一方、家庭では生活リズムと、人間関係のルール
はしっかりと身につけることです。そうでないとこ
れからの学びは活かされません。こどもの心の向く
ままではいけないです。昔から“寝る子は育つ”と
いわれましたが“寝る子は賢くなる”というのは本
当のことのようです。寝ている間に大脳のしかるべ
きところに記憶されていくのは寝ている間なので
す。夜早く寝て、朝起きてからの時間に余裕がある
と朝食がしっかり食べられることや、朝食をしっか
り食べるこどもの学力が高いことなどが証明されて
います。
　「早寝・早起き ･ 朝ごはん」の国民運動を推進さ
れてからずいぶん時間がたちます。こどもたちが健
やかに成長していくため生活習慣を身に付けていく
ために家庭の果たすべき役割は大きいのです。『し
あわせ脳にそだてよう！』の本を書いた黒川伊保子
氏は、脳育てのため親が守らなければならない基本
のルールとして、「早寝・早起き・朝ごはん・読書」
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を挙げています。氏は人工知能の研究者ですが、「能
には海馬と呼ばれている知識工場があって、脳の成
長期全般にわたって、この知識工場をいかによく稼
働させるかが、脳育ての基本中の基本だと言います。
そこで、海馬を最も効率よく働かせる方法がこの、

「早寝・早起き・朝ごはん・読書」だというのです。
言い換えると「睡眠中に脳は作られる・満足感や充
実感を感じる・脳への燃料補給・知識の元を提供」
です。
　集団生活の大事さも少しお話ししておきましょ
う。一人だとつい自分のペースだけで動いてしまう
ので、好きなことだけが上手になり、嫌なことが先
送りになります。でも、ちょっと嫌なことでも我慢
してやってみると、次にはとても素敵なことが待っ
ているのです。このことを繰り返し学んでいくのに、
集団生活が役に立ちます。また、友達の行為が自分
の学びに変えられるのです。
　図は幼稚園保育所で見られた感情表現が見られた
３・４・５歳児の場面の数です。３歳児から５歳児
までの変化が集団での育ちになるわけですが、一番
の変化は「怒る」です。３歳の入園当初は大変多かっ
た場面が、４・５歳児になると急激に減少してきま
す。これは、自分のいる位置と友達の関係が解った
ことや、言葉で色々なことを解決できるようになっ
たこと、人間関係のつなぎ方や、思いやりの心が育っ
た結果です。「優しい」「恥ずかしい」気持ちは３・４・
５歳児共に同じ割合で見ることが出来ある程度生ま
れ持ったところが多いのかもしれません。
⑵あこがれにあこがれる
　色々な学習への導入法がありますが、私はこれが
最もいいのではと思います。それは“見て、あこが

れを抱く”ことです。あこがれるとそのものに似せ
ていこうと努力をします。つまり、具体的な形がはっ
きりと目の前にあるわけですから、一番効果的です。
しかも、押し付けではないのです。自分が良いと思
うから、強い動機づけになります。これは力になり
ます。人は憧れをもつと、それに近づこうとします。
そして、困難も辛いとは思わず、努力していくこと
でしょう。幼児期には無理してやりこませなくても、
ちょっと目にするだけでもいいのです。あこがれは
奥深く記憶に残ります。
⑶絵本を楽しみましょう
　絵本は基本的には大人に読んでもらうものです。
それはこどもと向き合う時間でもあります。無理に
全部読もうとしないこと、知識を覚えこませようと
しないことです。とにかく絵本を好きになることだ
けを考えます。こどもはお父さんやお母さんを独占
できることを満足げに思っていることでしょう。も
う少し、欲を言えば、絵本を読むときはできるだけ
リズミカルに読む事を考えます。1925（大正 14）
年生まれの芥川賞作家で小説などの文筆活動を展開
しています丸谷才一氏の「最初の文体」という文章
では「人生最初の文章は読んでもらふ文章である…
絵本はくりかへしくりかへし読んでもらふものだか
ら、絵本の文体が人間の意識に与える影響は恐ろし
いくらゐだろう…子供に与える文章といふのはぜつ
たい、上手下手はともかくとして生きのいい、生気
に満ちた、文章でなければならないと思ってゐる。
それは子供に人間の精神と文体の関係を教へるの
である [ 中川素子他『絵本の事典』朝倉書店 ]」と、
すでに人間の心の在り方と生きのいい文章。つまり、
リズミカルな文体の重要性を説いています。知的に
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高度な働きを遊びながら行っているなんて、素晴ら
しいことではありませんか。
　リズムを大切にする文化の日本ですが、心理学的
にも意味のあることなのです。その一つは「全体と
部分の関係が瞬間にわかる」ようになることです。
ものごとの全体と部分の把握ができることは、非常
に高度な知的能力です。大学の中にいてもこの力は
光って見えます。リズム的な遊びはこの力を知らず
知らずの間に楽しんでいるうちの身につけることが
できます。絵本のリズミカルな口調は、数を数え
る「ひとつ、ふたつ、みっつ…」というリズムを容
易に言える練習になっているのです。同じ内容を話
していても聞きやすい話し方と聞きにくいものがあ
りますが、リズム感が良い人の話は上手に聞こえま
す。世の中でお話し上手な人の中には運動のうまい
人が多いのはその理由です。身体のリズムに合わせ
て声も同期して動き、それがその人の特性になって
しまったのでしょう。
　「太古の魚も水中を伝わってきた外界の変化が、
繰り返しの周期が安定していれば、危険が少ないと
感じたと思いますが、普段のリズムが乱れれば、そ
れに対処する必要が生じます。すなわち身体は臨戦
態勢に入るのです。また、安心・信頼を紡ぎだすリ
ズムには、心地良さが重なります。赤ちゃんは胎児
の間、ずっとお母さんの心臓の鼓動を聞き続けて生
まれてくるのです〔小泉英明『乳幼児の脳科学』か
もがわ出版〕」と、小泉は脳科学との関係から述べ
ている。リズミカルな響きは生体に安心感をもたら
すのです。また、リズムは記憶と大きな関係があり
ます。私たちの学習、特に記憶に関するものはリズ
ムを利用したものが多くあります。√２を「ひとよ

ひとよにひとみごろ」と唱えなければ 1.41421356
などと覚えていられる人は少ないでしょう。
　絵本には好奇心を刺激する哲学性があります。一
つは知ることの楽しさです。質問期と呼ばれる幼児
期は、“なぜ”に応えてもらうことは快いことです。
絵本は図で感性に訴えるものが多く、かつ文章の量
も少なく、知りたいことに簡単明瞭に応えてくれま
すので、大きな説明力をもちます。大人に質問をし
ようものなら、七面倒くさい講釈が入り、こどもは
思うような回答がえられないことにイライラしてし
まいます。その点絵本はこどもの心をひきつけ、知
りたいという哲学的な答えをすぐに明快に提示して
くれます。
　二つ目に、絵本は豊かな体験を絵と話で心情的に
なぞることができ、別の人生を生きることに一役を
かっていることです。哲学者中村雄二郎氏は哲学と
リズムの関係を説明するために「好奇心とドラマの
関係」という言葉を使っていますが、絵本は魅力あ
る主人公の周りで起きることのみで展開するので、
わかりやすく一目で理解できる絵が説明を印象づけ
るのでドラマとして訴える力が強いのです。
　三つ目は、リズムとの関係です。こどものリズミ
カルな特性と哲学の目的は大変近く、哲学とリズム
の関係を「哲学の究極はリズムにあり、従って端
的に《哲学はリズムである》〔中村雄二郎『哲学の
五十年』青土社〕」と哲学者は言いますが、言葉は
リズミカルに提示されてこそ訴える力を持ちます。
リズムは今この瞬間の時間の流れでしか体験できな
いことで、それはこどもの「今」を表すものです。
一方、絵本にはリズムがあふれており、こどもの特
性である“リズムする”時期に符号してその哲学性
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を高めているのです。
⑷「何故」の質問に答える
　こどもは何故を発する年齢でもあります。こども
の質問壁は２歳ころから始まります。これに応えて
いくことは大事です。それは必ずしも正しい理論を
いう事ではありません。答えはいっぱいあります。
６歳ころまでは、真実とファンタジーの両方が理解
できる年齢です。でも、しっかり一緒に考えてくれ
る親の姿には感動するはずです。こどもの何故に、
大人がどのように応えたか、インターネットに書き
込まれたものがいっぱい出ていますから参考にして
ください。
⑸「やさしいこだまはやさしくかえる」
　こどもは周囲の大人の方に
そっくり似てきます。日本保育
学会で母性のことについての分
科会がありました。そこは喧々
囂々（けんけんごうごう）猛者
といいましょうか、猛女が多い
ところで、勢いの良い意見交換
がおこなわれていました。その
会場で、私のゼミ生Ａさんという優しい女性の大学
院生が体験を発表したときのことです。Ａさんは
ゆっくりと優しい柔らかい声で静かに話しはじめま
した。会場は瞬時にして静まりかえり、聞いている
猛女たちもＡさんに合わせて優しくうなずき、時に
は首を傾けてじっと聞いていました。もう、会場の
リズムはＡさんモード。参加者全員の顔がにっこり
と微笑み、Ａさんの声も素敵で上品に「以上が私の
発表です」という天使のような声のリズムに合わせ
て、全員が「はい、ごくろうさん」とでも言うよう

にゆっくり頷いたのです。後の質問応答でも難問は
出ず、あなたの言うことは何でもＯＫよという雰囲
気で、Ａさんの発する優しい雰囲気にすっかり酔っ
ている参加者達でした。
　このことを実験した学者がいます。コンドンとい
う人で相互シンクロニーという理論を発表しまし
た。それはコミュニケーションの現場で、話し手の
身体の動きと彼の音声が完全に同期していること、
聞き手の身体の動きと話し手の動きとがまるで鏡に
向かうように同期していたと言うのです。このよう
に、目の前の人にリズムを自然に合わせてしまうの
です。身体の動かし方や形がよく似たものになると
いうことは心までも写しとってしまうのです。刺激
を毎日与え続けているわけですから、こどもはお母
さんお父さんにそっくりになっていくわけです。
　子育ての基本は、こどもの心を安定させることで
す。大人が不安定だと、その波長をこどもが感じ取
り不安や危機を感じてしまいます。苦労して解決し
ようとするよりも、子育てを楽しんで笑顔をたくさ
ん見せられるように、自分の考えを持っていくほう
がいいでしょう。
　こどもを賢く育てることは、お母さんたちの育児
を楽しくする方法でもあるのです。色んなことがあ
ると思いますが、ゆったりとおおらかにどんとかま
えてゆらがない態度が、きっと幸せを連れてくるで
しょう。このような時期を楽しむこと、これは保護
者の方にとってもすばらしいことです。丁寧に毎日
を送られますことを祈ってお話を終わります。
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第９回名刺交換会開催しました
2017 年２月 14 日（火）
　　講演会：名東文化小劇場　
　　講師：鵜飼 哲矢 氏（建築家）
　　演題「建築家が語る
　　　　　　まちづくり幸福論」
　　名刺交換会：愛知東邦大学
　　参加数）講演会：67 名、
　　　　　　名刺交換会：61 名、
　　　　　　企業案内冊子 41 社

フレンズ・TOHO春季講座開催しました
○その１　こどもを賢く育てる　２／ 24　28 名参加

（講師：古市久子教授）
　講座原稿をＰ９～Ｐ 14 に掲載していますのでご
参照ください。
○その２　☆わたしの子育て☆　２／ 28　17 名参加

（講師：高橋正子さん）
　小さなお子様を持つお母様方や自分の子育ては終
わったけれどという方にもご参加いただきました。
インタビュー形式で講座は進み、
子育てについて、良かったことや
楽しかったことだけでなく、苦し
かったこと悩んだことの実体験の
話もあり、受講生は興味津々に耳
を傾けられていました。質問コー
ナーではたくさんの質問に丁寧に
お話しいただきました。

　学校法人東邦学園の法人ホームページが 2017 年
度からスタートしました。愛知東邦大学、東邦高校
の最新ニュースサイトや過去の記事にリンクでき
るほか、「東邦学園要覧」や「東邦キャンパス」の
PDF 版が読める「学園広報誌」サイトもあります。
　一押しは「語り継ぐ東邦学園史」の連載企画です。

　○第 1回　東邦商業学校の誕生
　○第 2回　夢を応援する教師
　○第 3回　105歳 2回生も医師
　○第 4回　「東邦商業新聞」の発行
　○第 5回　帝大にも挑んだ籃球部
　○第 6回　3回生の絆
　○第 7回　赤萩道場の伝説剣士
　○第 8回　野球部誕生への足踏み

　第 7 回では 1970 年 11 月 25 日、作家の三島由
紀夫が東京・市ヶ谷の自衛隊駐屯地で憲法改正を訴
えて割腹自殺を図った事件で三島と対峙した東邦商

業剣道部 OB の一等陸佐も登場します。連載を通
して埋もれていた出来事やドラマが次々と明らかに
なっています。ぜひご覧ください。

　法人ホームページは「東邦学園」で検索できます。
http://www.toho-gakuen.jp/

学校法人東邦学園の
ホームページがスタートしました

高橋正子さん

鵜飼哲矢氏
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誰にでも読みやすいUDフォントを使用しています

P-B10023

企画提案の進め方
　ビジネスの世界では避けて通れない企画提案。企画立案から企画書
作成、プレゼンテーション、一連の流れを円滑にすすめるにはどうす
ればよいか。
　広告業界、ブランドコンサルティング業界で長年培った企画提案の
ノウハウ、コツを分かりやすく解説します。

◆講師：上條　憲二（経営学部 教授）
◆日程：10/24、11/7、11/21、11/28、12/19（予定）毎週火曜
◆定員：20 人

『AI（人工知能）で変わるビジネスと暮らし』
～メディアとコンピュータの融合がもたらすデータ社会～
　インターネットとスマホの普及によって、私たちの生活は大きく変
わりました。今後インターネットは様々なモノに接続されてゆき、AI

（人工知能）がそのデータを分析し活用する社会が訪れようとしてい
ます。ビジネスや暮らしがどう変わってゆくのか？　注目されている
キーワードを中心に考察してゆきます。

◆講師：舩木　恵一（経営学部 教授）
◆日程：10/7（土）　　　　◆定員：10 人

英文多読のはじめかた
　「英文多読」とは、やさしい英語の本を辞書をひかずにたくさん読む

（だけ）という学習法です。どんな人でも自分の英語力に合わせて始め
られます。この講座では、主に本学図書館の図書を利用して、多読の方
法についてお話しします。英語が好きな人、多読に興味があるけどど
う始めてよいかわからない人、これまでほかの学習法で効果がなかっ
た人など、どなたでも大歓迎です。

◆講師：竹越　美奈子（経営学部 准教授）
◆日程：1/13（土）　　　　◆定員：15 人

身体障害者の起業
　身体障害者の置かれた現状を認識し、雇用と起業を考えます。まずは
雇用状況を統計と実際から理解し、社会福祉制度とそれによる生活の
限界を考えます。身体障害者の働ける選択は様々ですが、その可能な分
類を経て、起業を働く範疇として考慮します。身体障害者の起業の実例
を通して、生活費の確保と生き甲斐と社会貢献の姿を模索します。

◆講師：寺島　雅隆（経営学部 准教授）
◆日程：11/18、11/25、12/2　毎週土曜
◆定員：30 人

社会福祉学の入門
　社会福祉の「実践」とは違って、「学問」としての社会福祉学について
の基本的な知識を分かりやすく講義します。学問としての入門講義で
すから、理論を中心にして、さらに根本となる原理を出発点にして、さ
まざまな命題を導き、体系としてまとめられたものを分かりやすく伝
えます。講義の中心は、現実にある社会福祉の実践についての意味と
学問的な根拠を追及するところにあります。

◆講師：丸岡　利則（人間健康学部 教授）
◆日程：10/10（火）　　　　◆定員：20 人

「元日本代表選手」が指導する体操教室！
　年長～小学生を中心とした体操教室を行います。

【内容】　　◎マット（前転・倒立前転・側転・バク転など）
　　　　　◎跳び箱（開脚跳び・台上前転・首はねおき跳びなど）
　　　　　◎鉄棒　（逆上がり・空中前回り・空中後ろ回りなど）
　　　　　　上記 3 種目を行います。

◆講師：小島　正憲（人間健康学部 准教授）
◆日程：10/28（土）
◆定員：10 人

認知症サポーター養成講座
知って安心！認知症のこと

　認知症対策の一環として、日本各地で認知症サポーター養成講座を
開催しています。平成２９年３月までに、全国で約９００万人の方が
受講されています。名古屋市でも養成講座が様々な場所で行われ、こ
れまでに９万人の方が受講されています。認知症サポーターは認知症
について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の方やその家族を見守
る応援者です。認知症サポーター養成講座を受講された方が認知症サ
ポーターです。
　あなたも認知症について学び、認知症サポーターになってみません
か。そして認知症の方やその家族が安心して生活できる環境を一緒に
作っていきましょう。
　愛知信用金庫は、地域見守り活動を通じ、地元の皆様を応援してま
いります。

◆講師：愛知信用金庫
◆日程：10/14（土）
◆定員：50 人

テーマ別で楽しむおとな旅－海外編―
　いいお宿でゆっくり過ごしたい、おいしいお食事が食べたい、現地
の観光スポットを多く巡りたい、など人それぞれ旅の目的は違いま
す。旅のプロがテーマごとにオススメのお宿、観光場所、穴場スポット
などを国内、海外に分けてお伝えします。海外編ではエリア別でオス
スメのホテル、観光場所をご紹介いたします。

◆講師：近畿日本ツーリスト　都築辰哉
◆日程：12/9（土）
◆定員：40 人

【お問い合わせ】
　〒465-8515
　　名古屋市名東区平和が丘 3-11
　　　　　　　　　　TEL：052-782-1241　
　　愛知東邦大学コミュニティカレッジ担当
　　※8/28（月）から受付を開始します。お早めに
　　　お申込みください。　※最少催行人数：10人

愛知東邦大学 コミュニティカレッジ　2017 年度後期講座開講日程

訃報のお知らせ
　内藤明人様（リンナイ株式会社　代表取
締役会長・フレンズ・TOHO 顧問）が、
2017 年３月 24 日ご逝去されました。本
会発起人代表であり、設立時から多大なご
尽力をいただき、2002 年から 2007 年ま
で本会会長を務めていただきました。

　橋本春子様（東邦学園短期大学元学長）
が、2017 年５月 26 日ご逝去されました。
本会発起人であり、設立時から多大なご尽
力をいただきました。

　心からご冥福をお祈りいたします。

「受託研究」「共同研究」のお問合せ、
ご相談をお待ちしております

　本学では、企業の皆様からの委託を受け、本学の教員が調
査・研究を行う「受託研究」と、企業の皆様と共同で研究を
行う「共同研究」を受け付けております。これらの取り組
みにご関心がありましたら、お気軽に産学連携推進委員会

（受付窓口：藤井、長沼）までメール（c-sangaku@aichi-
toho.ac.jp）にてお問合せください。


